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「子どもの貧困支援」「生活困窮者支援」に取り組む生協は９割以上 

✓支援ニーズが高まり、特に宅配センターでのフードドライブ実施箇所数が 

223件（18年比2.5倍）で増加傾向 

✓子ども・多世代食堂は787箇所（18年比2.3倍）に 

 

日本生活協同組合連合会（略称：日本生協連、代表理事会長：土屋敏夫）は、「子どもの貧困支

援」「生活困窮者支援」に関する各地の生協の取り組みについて、1月15日の「フードドライブの日」（※）を

前に、2021年度の活動状況を取りまとめました。（※株式会社カーブスジャパンが制定し、日本記念日協会に登録）  

昨今、子どもの貧困への社会的関心が高まる中、この問題を子どもだけではなく、社会の問題として捉え、

地域の諸団体とも連携し、具体的に取り組む生協が増えています。そして「生活困窮者支援」も「子どもの貧

困支援」と連動していることを踏まえ、今回（2021年度活動分）から各生協への聞き取り範囲に「生活困

窮者支援」を含め、取り組み事例を共有しています。 

支援に取り組んでいると回答した生協は61生協となりました（回答生協数は66）。具体的な取り組み

（複数回答あり）では 「フードドライブ」（47生協）、「フードバンク」（48生協）、「子ども食堂・多世代

食堂」（42生協）、 「学習支援」（26生協）などがありました。フードドライブ・フードバンクのニーズが高 ま

っており、特に、宅配センターでの実施箇所数が223件（2018年度比2.53倍）で増加傾向でした。前回

調査結果を発表した2018年から比較するといずれも全体数が増加しました。 

2020年、2021年と新型コロナウイルス感染拡大の影響で全国的に相談件数が増え、生活困窮が広 

がっていることが読み取れます。加えて、昨今の深刻な物価高の影響で困窮した家庭からは、フードパントリー

（食品支援が必要な時に、誰でも食品が受け取れる場所）などのニーズが高まり、今後さらに支援が必要な

家庭が増えることが懸念されています。 

日本生協連では、誰も取り残されることのない社会の実現に向けて、全国の生協とともに子育て支援・生

活困窮者支援活動に引き続き取り組んでまいります。 

＜子どもの貧困・生活困窮者支援に関する活動の内訳＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※関係・協力団体や地域の施設等で実施した場合はその他としてカウントしていること、また一部生協では実施箇所の内訳

数の把握が難しいため、全体箇所数と内訳箇所数に差異が生じています（フードドライブ）。 

※2018年度の統計から設問を一部変更していますので、2017年以前の数値と単純比較はできません。 

＜お問い合わせ先＞ 

日本生協連広報部 

TEL：03-5778-8106 

37 40 48 47

488 529 563 707

内訳／店舗（箇所数） 350 386 374 444

内訳／宅配センターなど（箇所数） 88 123 134 223
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生協の宅配システムを活用した支援や他団体と連携した支援が拡大 
 

■コープ東北 

コープ東北サンネット事業連合では、宅配チラシを使ったフードドライブを

実施しています。同事業連合に加盟する一部の会員生協が2020

年、21年にそれぞれ独自に実施していたものを東北6県8生協に広

げ、共通のチラシを用いて同時期に一斉に実施しました。 

2022年10月10日～10月14日の5日間で、2927名から9399点

（約210万円相当）を注文いただきました。 

https://www.yamagata.coop/delivery/news/detail/90/#gsc.tab=0 

※一部2022年度に入ってからの取り組みが含まれます（コープ東北） 

 

 

 

■大阪よどがわ市民生協 

大阪よどがわ市民生協は、吹田市社会福祉協議会、 吹田市社協施設連

絡会とともに「未来がきらり☆吹田学生応援プロジェクト」を立ち上げ、2020

年からコロナ禍の影響を受けている大学生・大学院生・専門学校生に食材

提供の支援を続けています。配布する食料品の募集にあたって、吹田市社協

施設連絡会と連携し、市内18箇所の福祉施設を回収拠点としたフードドラ

イブを実施しました。食料品とともに相談窓口の情報提供を行うなど、地域福

祉のネットワークを生かした取り組みです。 

https://www.yodogawa.coop/info/info/202208/kirari.html  

 

 
 
2021年度取り組みの主な内容 
 

●フードドライブ（47生協 707箇所） 

フードドライブとは、家庭で使いきれない未使用の食品を持ち寄り、まとめてフードバンク団体や、地域の福祉施

設、子ども食堂などに寄贈する活動です。 

 

・店舗でフードドライブのボックスを常設または、宅配の配送時に組合員宅の余剰食品の寄贈品を預かって回

収し、フードバンクに寄贈する仕組みを持つ生協もあります。その他、店舗や宅配で組合員に対象商品を購入

して提供いただく仕組みの生協、学校施設、取引先などと協働し、フードドライブを設置するなど地域と連携し

ながら進める生協、組合員だけではなく、本部職員を対象にフードドライブの取り組みを始めた生協もありました。 

・フードバンクやフードドライブが増加している理由として、2020年からは学校の休校が続き、給食で賄えていた

子どもの食事を家庭で用意せざるを得ない状況もあり、より食材が必要とされる社会の状況だったということが

考えられます。とくに厳しい生活を強いられるひとり親家庭は、学校の休校などで離職せざるを得ない例も多く、

収入が下がりフードバンクに頼るしかない家庭もこの間増えたようです。 

 

●フードバンク（48生協） 

品質に問題がないにもかかわらず市場で流通できなくなった食品を、企業・組織から寄付を受け生活困窮者

などに提供する活動です。 

 

・地域のフードバンクとの連携が進んでいます。フードバンク運営のための組合員募金に取り組む生協もあります。 

・フードドライブで集めた食品を、連携するフードバンクへ提供する生協もあります。 

・県よりフードバンクモデル事業の委託を受けた生協もあります。 

 

 

 

 

 

https://www.yamagata.coop/delivery/news/detail/90/#gsc.tab=0
https://www.yodogawa.coop/info/info/202208/kirari.html


●子ども食堂・多世代食堂（42生協 787箇所） 

子どもやその親、および地域の人々に対し、無料または安価で栄養のある食事や温かなだんらんを提供するた

めの社会活動です。 

 

・コロナ禍の影響を受け、飲食を集団で行う子ども食堂を休止せざるを得ない生協がありましたが、その代わり

に感染予防の対策を行いながら弁当配布やフードパントリー（食品支援が必要な時に、誰でも食品が受け

取れる場所）へ活動を変更して行う事例が多く見られました。 

・生協が関わる子ども食堂は、2018年度と比較して、全体箇所数は2.3倍（331箇所→787箇所）に増

加しました。 

 

 

●学習支援（26生協 72箇所） 

他団体と協力して行われていることが多く、生協は主に軽食用の食材、活動の場所の提供を担っています。教

育現場をはじめ多方面の調整などの難しさもある中、子どもの学習意欲向上や居場所づくりにつながるという

声もありました。 

 

・食品回収にプラスして日用品回収を開始するなど、未使用文具寄付キャンペーン（スタディドライブ）を実

施する生協も複数あり、文具が必要な学生に寄贈または、学習支援時に提供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

「子どもの未来アクション」 

日本生協連は子どもの貧困に関する学習活動「子どもの未来アクション」の取り組みを、生協内外を問わず

2018年から全国に呼びかけています。子どもの貧困問題に関心を持つ人を増やす役割のアンバサダー登録は

974人（2022年12月時点）になりました。また、2020年からは「子どもの貧困問題」支援活動への応援

助成の事業を始め、今年3年目の実施を迎えています。 

URL：https://miraiaction.org/ 

 

 

調査概要 

〇調査対象：全国の70生協（地域購買生協と職域生協）のうち66生協より回答を得た 

〇調査内容：2021年度に取り組んだ子どもの貧困・生活困窮者支援への取り組み 

・新たに始めたこと、コロナ禍の影響  

・子ども食堂、学習支援、フードバンク・フードドライブ 

・その他（奨学金など）、他団体などとの連携  

〇調査対象期間：2021年4月～2022年3月  

 

https://miraiaction.org/

